
総　　　　務



　　　　　　　　　　（２町消防事務受託分含む）

　消　　　防　　　予　　　算 4,332,827,000　円 （市予算　3.99％）

　一　般　会　計　総　予　算 108,460,000,000　円

　消　防　職　員　定　数  361　人 以内

　市　　職　　員　　定　　数  3,000　人 以内

　人　　口　（委託2町含む） 337,580  人

　人口の最も多い地区　　   （四日市市）常磐地区 28,114　人

　人口の少ない地区    　　　（四日市市）水沢地区 3,253　人

　消　防　車　両　等

　（常　備） はしご自動車  2　台

化学消防自動車 2　台

水槽付ポンプ自動車 8　台

消防ポンプ自動車 6　台 (救助工作機能付1台含む）

小型動力消防ポンプ付水槽車 1　台

大型化学高所放水車 1　台

はしご機能付高所放水車 1　台

泡原液搬送車 2　台

救助工作車 2　台

高規格救急自動車 12　台

大容量送水ポンプ車 １　台

大型放水砲車 １　台

その他車両 ３８　台

　　（非常備）　消防ポンプ自動車 25　台

　　　　　　　　　水槽付ポンプ自動車 1　台

　　　　　　　　　消防ポンプ積載車 1　台

　　　　　　　　　資機材搬送車 2　台

　　参　考（受託２町非常備）

（朝日町） 水槽付ポンプ自動車 1　台

　  可搬式ポンプ積載車 5　台

　  救助資機材搭載型車両 1　台

　　　　　　　　   （小型動力消防ポンプ積載車）  

（川越町） 水槽付ポンプ自動車 1　台

    可搬式ポンプ積載車 11　台

    救助資機材搭載型車両 1　台

　　　　　　　　   （小型動力消防ポンプ積載車）  

一　目　統　計
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（千円）

給　　　　　　料 1,225,892 1,278,274
職　員　手　当　　 1,141,592 1,416,584
共　　済　　費　　　　　 419,987 492,570
賃　　　　　 金　　　　　　 1,330 2,692
報　　償　　費　　　　　 24,567 9,483
旅　　　　　 費　　　　　　 6,476 10,288
交　　際　　費　　　　　 0 0
需　　用　　費　　　　　 108,218 150,633
役　　務　　費　　　　　 9,371 8,919
委　　託　　料　　　　　 78,556 79,197
使用料及び賃借料 5,348 4,671
工 事 請 負 費 10,000 5,600
原　材　料　費 50 50
備 品 購 入 費 9,990 14,113
負担金補助及び交付金 71,234 57,875
補償補填及び賠償金 18,500 18,500
公　　課　　金 36 36

報　　　　　 酬　　　　　　 17,442 17,442
共　　済　　費　　　　　 1,178 1,178
災 害 補 償 費 2,000 2,000
報　　償　　費　　　　　 12,420 12,410
旅　　　　　 費　　　　　　 65,837 69,951
交　　際　　費　　　　　 0 0
需　　用　　費　　　　　 22,771 11,604
役　　務　　費　　　　　 4 4
委　　託　　料　　　　　 1,841 1,293
使用料及び賃借料 564 511
工　　事　　費 0 0
備 品 購 入 費 80 80
負担金補助及び交付金 20,439 20,329
補償補填及び賠償金 0 0

需　　用　　費　　　　　 0 500
役　　務　　費 2,350 463
委　　託　　料　　　　　　 43,450 83,250
使用料及び賃借料 0 0
工 事 請 負 費 1,340,400 397,100
公有財産購入費 76,500 0
備 品 購 入 費 286,093 158,613
負担金補助及び交付金 0 5,437

報　　償　　費　　　　　
旅　　　　　 費　　　　　　
需　　用　　費　　　　　 962 587
委　　託　　料　　　　　 0 0
工 事 請 負 費 0 0
原　材　料　費　　　　 570 590
備 品 購 入 費
負担金補助及び交付金 0

645,363 △ 1,103,430

5,437

0

△ 375
0
0

20

0
0

△ 355

△ 127,480

水　　防　　費 1,532 1,177

39,800
0

△ 943,300
△ 76,500

500
△ 1,887

0
△ 110

0

消防施設費

0
△ 548
△ 53

0

△ 10
4,114

0
△ 11,167

0
0
0

△ 13,359
0
0

非常備消防費 136,802 △ 7,774

△ 677
△ 4,400

0
4,123

0
42,415
△ 452

641

消　　防　　費

72,583
1,362

△ 15,084
3,812

418,338

52,382
274,992

 平成２７年度

5,026,048

常備消防費 3,549,485

△ 693,221

消　　防　　費 4,332,827 △ 693,2215,026,048

3,131,147

144,576

1,748,793

4,332,827

　　　　平成２７年度・２８年度消防費歳出予算（当初額）

款　　項　　目 節  平成２８年度 比較増△減
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(億円） ５０．２億円 （％）

４５．１億円

４３．３億円

３８．７億円

３４．５億円 ３４．9億円

過去10年間の消防費の推移

9

10

337,162

8

35

10,374平成２６年度

30,082

7

50

35,266

337,976

％は、市一般会計予算額に対する消防費の比率

40

45

平成２７年度

337,580

138,537

消防費　（千円） 人口　（人） 世　　帯

144,033

3,327,122 337,400

3,315,899

140,9563,497,664

12,835

23,8389,861

１世帯当り額　（円）

9,811

14,902

23,935

24,814

139,573

消防費に対する人口世帯当り額

１人当り額　（円）

平成２８年度

5,026,048 337,267 142,518

平成２５年度

平成２４年度

4,332,827

 11

億 億

３３．３億円 ３３．２億円 ３３．３億円

３１．９億円

4.50%

4.30% 3.99%

3.90%

3.50% 3.20% 3.20% 3.20% 3.20% 3.20%

予算

19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

6

2

4

3

5

1

年度

25

20

10

比率

15

35 7

30

年度

5
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　　　　　　　　　　消　　防　　職　　員　　の　　推　　移

 消防吏員

 　合　　計

 消防職員定員増減

　　　　　　　　　消 防 職 員 特 殊 技 能 資 格 取 得 状 況

　　　合

5 14 32 72 8

1 6

2 6

2 2

1

1 1 4 1

2 4 11 1

（県出向職員・再任用・その他の職員は合計数に含む　　　市長部局への出向職員・嘱託職員は合計数に含まず）

小型船舶操縦士２級　　　　　 36 18

小型船舶操縦士１級　　　　　 8 1

海技士（航海） 1 1

117

9

1

2

11 3

　　　　　　　階　級　別

け　　ん　　引　

資格種別

大　　型 248

３２０ ３２１ ３２１ ３２６ ３４３

０ ０ ０ ４１ ０

３１６ ３１６ ３１５ ３３２

６ ５ １１５ １１

（平成２８年４月１日現在）

    年　度　別　　 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

消
防
副
士
長

消
防
士

定　　　員 ３２０ ３２０ ３２０ ３６１ ３６１

実
　
員

３１４

自動車整備士　　　　　　　　 5

海技士（機関） 1

平成２８年度

（平成２８年４月１日現在）
消
防
正
監

消
防
監

消
防
司
令
長

　　　計

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

再任用/その他の職員

自
動
車
免
許

免
　
許

大　　型　　特　　殊　　

12

2 4 11 1

2 9 19 50 41

6 12 36 70 41

4 10 30 65 12

3 1

3

7 16 38 75 40

3 4 4 　

2 9 25 60 41

2 3 10 15

7 16 38 75 41

4 4 8 6

1 5 19 15 1

1 13 2

防火査察 3 7 8 8

消防用設備 2 3 6 4

危険物 1 5 7 7

甲種 1 2

乙種 3 5 10 39 39

甲種 1 1

乙種 1 1 5

2

1

防火対象物点検資格者 3 1

4 2

10 3

7

32 1 11

111

22

40 24

37 1 10

酸素欠乏危険作業主任者 50 9

第２種衛生管理者　　　　　　 23 1

応急手当指導員　　　　　 321 1 143

救
急

救急救命士　　　　　　

救急Ⅱ課程（標準課程含む） 242

救急Ⅰ課程　　　　　　

3

69 39

105

142

17 1 5

136

第２級海上特殊無線技士　 7 3

257

レーダー級海上特殊無線技士 6

ガス溶接資格　　　　　　　　

無
線
技
師 第２級陸上特殊無線技士　 319 1

玉掛資格　　　　　　　　　　 305 140

小型移動式クレーン　　　　　 253 132

小 船舶操縦 級

予防技術資格者

1

9 6

207
危険物取扱者

消防設備士

非破壊検査技術者 2

潜水士　　　　　　　　　

12



合  　消  　消  　消  　消  　消  　消  　消  　消 事
 　防  　防  　防  　防  　防  　防  　防 務
 　正  　防  　司  　司  　司  　士  　副  　士 吏
 　監  　令  　令  　令  　長  　士 員

計  　監  　長  　補  　長

343(25)[3]<13>⑩{1}➌ 1 7 16(1)[3] 39(1) 74(1)<3> 143(1）<8>⑩ 62(21)<2> 1{1}➌

 　消     防     長　　　　　 1 1  　　　  　　　  　　　  　　　  　　　  　　　 　　　　
 　副　 消 　防　 長　　　　 2  　　　 2  　　　  　　　  　　　  　　　  　　　

0
1 1

 　小　　　計　 36(25)<1>[1]①{1}  　　　 2(1)[1] 3(1) 2(1) 7① ２1(２1) 1{1}
 消  　総 課　　　　　長　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　  　　　

課　長　補　佐　　 [1]  　　　  　　　 [1]  　　　  　　　  　　　
 　務 総　務　課　付　　 25(25)  　　　 1(1) 1(1) 1(1) 1(1)  　　　 ２１(２1)

総　  務　  係　　　 　4〈1〉  　　　  　　　 1 1 2  　　　
 　課 装　  備　  係　　　 4  　　　  　　　 1 3  　　　

課　　　　　員　　 2①{1} 1① 1{1}
 　小　　　計　 25<1>①  　　　 1 2 3 7 12<1>①

 防 課　　　　　長　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　
課　長　補　佐　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　
警  　防    係　　　 15  　　　  　　　  　　　 1 7 7  　　　
地 域 安 全 係　　　 4①  　　　  　　　  　　　 1 3①
救 急 救 命 室　　　 4<1> 1 1 2<1>

 　小　　　計　 [1]❸  　　　  　　　 [1]   　　　  　　　 ➌

 本 所          長 [1]  　　　  　　　 [1]  　　　  　　　  　　　
所          員 ❸  　　　  　　　  　　　   　　　  　　　 ➌

 　小　　　計　 18<1>②  　　　 2 3 3 10<1>②
課　　　　　長　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　
課　長　補　佐　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　
予    防    係　　　 4  　　　  　　　  　　　 1 2  　　　

 部 保    安    係　　　 5<1>  　　　  　　　  　　　 1 1 3<1>  　　　
安 全 指 導 係　　　 7② 1 1 5②

情  　小　　　計　 14 1 3 3 4 3
指 報 課　　　　　長　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　
令 課　長　補　佐　　 3  　　　  　　　 3  　　　  　　　  　　　
課 指　  令　  係　　　 10  　　　  　　　 3 4 3  　　　

 　  　小　　　計　 111[1]〈6〉②  　　　 1 3[1] 11 31<3> 49〈1〉② 16〈2〉

階級別・所属別消防職員配置状況   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日）

　　　　　　　　　　　　階級別 

　　　所属別

セ
ン
タ
ー

防
災
教
育

政策推進監兼同和行政推進監

          合              計

消
防
救
急
課

予
防
保
安
課

　 警 　防 　技 　監

計 62[1]〈4〉② 1 [1] 7 15<1> 30<1>② 9〈2〉
署      　長　　　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　  　　　

中 本 副   署   長　　　　 [1]  　　　  　　　 [1]  　　　  　　　  　　　
指   導   係　　　　 7〈1〉②  　　　  　　　  　　　 1 2 4<1>②

署 消 防 救 助 係　　　 42〈1〉  　　　  　　　 3 12 20  　　　 7〈1〉
救   急   係　　　　 12〈2〉  　　　  　　　  　　　 3 1<1> 6  　　　 2〈1〉

消  　  　　　  　　　  　　　
 消 中 計 32〈2〉 1 2 9<2> 13 7

央 分   署   長　　　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　
分 副   署   長　　　　　  　　　  　　　  　　　  　　　  

防 署 分   署   員　　　　 31〈2〉  　　　  　　　 2 9〈2〉 13  　　　 7
西 計 16 1 2 7 6
分 分   署   長　　　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　
署 分   署   員　　　　 15  　　　  　　　 2 7 6  　　　

署 港 計 1 1
分 分   署   長　　　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　

 防 署 分   署   員　　　　　  　　　  　　　  　　　  　　　
 　 小　　　計　 77〈4〉②  　　　 1 2 9 11<1>  36〈1〉②   13〈2〉

　　　計 58〈4〉② 1 1 7 11<1> 27〈4〉② 11
 北 署　      長　　　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　

本 副   署   長　　　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　
 消 指   導   係　　　　 5〈1〉②  　　　  　　　  　　　 1 4〈1〉②

署 消 防 救 助 係　　　 39〈3〉  　　　  　　　  　　　 3 10 16<2>  　　　 10
 防 救   急   係　　　　 12  　　　  　　　  　　　 3 1 7〈1〉  　　　 1

 　  　　　  　　　  　　　
 署 朝 計 19 1 2 5 9 2

 署 川 分   署   長　　　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　 　
分 指   導   係　　　　 2  　　　  　　　  　　　 1 1
署 消   防   係　　　　 16 1 5 8 2
 小　　　計　 58②  　　　 1 1 7 11 26② 12

 南  署        長　　　　 1  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　  　　　
 消  副   署   長　　　　 1  　　　  　　　 1  　　　  　　　  　　　  　　　
 防  指   導   係　　　　 6②  　　　  　　　  　　　 1 1 3②  　　　 1
 署  消 防 救 助 係 38  　　　  　　　  　　　 3 10 14  　　　 11

 救   急   係　　　　 12  　　　  　　　  　　　 3 9  　　　
 

 　市 長 部 局 へ 出 向    　　　 4 1 1 1 1

市長部局への出向職員、●数字の嘱託職員は合計数に含まず。　　[  ]は兼務である。
(　）は県派遣職員および消防学校入校職員、＜＞は女性消防吏員、○数字は再任用職員、{　}はその他の職員をそれぞれ内数で表す。
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　階級別 合 消 消 消 消 消 消 消 消 事

防 防 防 防 防 防 防 務

正 防 司 司 司 士 副 士 吏

監 令 令 令 長 士 　 員

 年令 計 監 長 補 長

 　合　計 343 1 7 16 39 74 143 0 62 1

18 2       2

19 7       7

20 5       5

21 2       2

22 6       6

23 6       6

24 7       7

25 4      1  3

26 9      2  7

27 5       5

28 7      4  3

29 7      5  2

30 8      6  2

31 15      12  3

32 15      14  1

33 17     16  1

34 18     18  

35 8     1 7  

36 10     3 7  

37 9     1 8  

38 5 4 1

（平成２８年４月１日現在）

消　防　職　員　年　令　別　分　布

14

38 5     4 1  

39 9    6 3  

40 11    5 6  

41 8    2 3 3  

42 7    2 4 1  

43 8   　 3 3 2

44 11    3 6 2   

45 12   3 5 4   

46 8   1 2 1 4   

47 10   6 4   

48 12   5 4 3   

49 4   2 2   

50 5   4 1   

51 8   3 3 2   

52 5   1 1 3   

53 3  1 2   

54 8  3 2 3   

55 5  1 1 2 1   

56 2  1 1 　   

57 8  2 3 1 2 　   

58 5 2 2 1   

59 11 1 2 1 3 4   

60 3  3   

61 6     6   

62 1 1

63 0     　   

64 1     　   1

　　　　　　　平平均年齢 39.3 歳

（県出向職員・再任用・その他の職員は合計数に含む　　市長部局への出向職員、嘱託職員は合計数に含まず）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成２８年４月１日現在）

階級別 合 消 消 消 消 消 消 消 消 事

防 防 防 防 防 防 防 防 務

正 監 司 司 司 士 副 士 吏

監 令 令 令 長 士 　 員

 勤続年数 計 長 　 補 　 長 　

 　合　計 343 1 7 16 39 74 143 0 62 1

 　０～１　 21      21

 　１～２　 11      11

 　２～３　 4      4

 　３～４　 5      5

 　４～５　 6     6

 　５～６　 4     4

 　６～７　 5   4  1

 　７～８　 17    13  4

 　８～９　 28     23  5

 　９～１０ 20     19  1

 １０～１１ 12     12  

 １１～１２ 13    1 12  

 １２～１３ 8    2 6  

 １３～１４ 7    2 5  

 １４～１５ 9    3 6  

 １５～１６ 7    2 5   

 １６～１７ 7   5 2  

 １７～１８ 3   3  

１８ １９ 14 3 5 6

消　防　職　員　勤　続　年　数　別　分　布

 15

 １８～１９ 14   3 5 6  

 １９～２０ 4   1 1 2  

 ２０～２１ 11   1 4 6  

 ２１～２２ 6   2 4  

 ２２～２３ 6   1 3 2   

 ２３～２４ 12   1 8 3  

 ２４～２５ 26   1 10 12 3  

 ２５～２６ 5   2 3   

 ２６～２７ 4   2 1 1   

 ２７～２８ 3   2 1   

 ２８～２９ 0     

 ２９～３０ 8   3 2 3   

 ３０～３１ 2  1 1   

 ３１～３２ 0    

 ３２～３３ 2  2   

 ３３～３４ 6 1 1 2 2   

 ３４～３５ 10 1 2 3 4   

 ３５～３６ 9  4 2 2 1   

 ３６～３７ 12  2 3 2 4 1   

 ３７～３８ 6  2 1 1 2   

 ３８～３９ 3  3   

 ３９～４０ 4  2 2   

 ４０～４１ 1  1   

 ４1～４２ 0

 ４2～４３ 0

 ４3～４４ 1  1   

 ４3～４５ 1    1

16 8 年平均勤続年数

（県出向職員・再任用・その他の職員は合計数に含む　　市長部局への出向職員、嘱託職員は合計数に含まず）

　　  16.8 年平均勤続年数
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1

1- - - -

2

-救急普及啓発車 - - - - 1 -

- 1 - 1

11 - -

8

1 -

　

防災指導車 - - - - - - -

-- - - -

2 1 -

1

救助機能付消防ポンプ自動車 - - -

消　防　車　両　配　置　状　況

高規格救急自動車

（平成２８年４月１日現在）

　
所
属
別

　　
　
　
　
　
　
　
区
分

消
防
本
部

中
消
防
署

中
央
分
署

西
分
署

港
分
署

北
消
防
署

朝
日
川
越
分
署

北
西
出
張
所

南
消
防
署

西
南
出
張
所

防
災
教
育
セ
ン
タ
ー

合
計

消
防
団

消
　
防
　
車

消防ポンプ自動車 - 1 1 - - 1 - 1 - 1 - 5 25

水槽付ポンプ自動車 - 1 1 2 - 1 - - 1

化学消防ポンプ自動車 - - - - - - - - 2

小型動力消防ポンプ付水槽車 - - 1 - - - - - - - - 1

はしご自動車 - 1 - - - 1 - - - - - 2

はしご機能付高所放水車 - - - - - - - - 1 - - 1

大型化学高所放水車 - 1 - - - - - - - - - 1

泡原液搬送車 - 1 - - - - - - 1 - - 2

救助工作車 - 1 - - - 1 - - - - - 2

消防ポンプ積載車 - - - - - - - - - - - 0 1

- 3 1 1 - 2 1 1 2 1 - 12

そ
の
他
の
車
両

指揮車 2 1 - -

火災原因調査車 1 - -

- 1 - - 1 - - 5

支援車 - 1 - - - - - - - - - 1

水難救助車 - - - - 1 - - - - - - 1

泡原液運搬車 - 1 - - - - - - - - 1

資機材搬送車 1 -

-

- - 1 - - 1 - - 4 2

- - - - - - - - 1

立入検査車 1 - - - - - - - - - - 1

広報車 6 1 1 1 1 1 1 - 1 - - 13

軽四トラック - 1 - 1 - 1 1 - 1 - - 5

乗用車 1 - - - - - - - - - - 1

その他 2 - - - - - - - - - - 2

合計 14 14 8 5 2 13 1 77 294 2 12 2

大容量送水ポンプ車

大型放水砲車

- - 1 - - - - - - - - 1

- - 1 - - 1- - - - - -
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 区分　　／　　所属 消防本部 中消防署 中央分署 西分署 港分署 北消防署 朝川分署 南消防署 合　計

空気呼吸器　　　　 29 20 15 31 10 32 137

酸素呼吸器 5 5 10

エンジンカッター 4 1 3 2 1 2 13

高発泡器　　　 1 2 3

大容量泡放射砲（１S） 1 1 1 3

可搬式放水銃　 3 2 3 3 1 2 14

耐熱服　　　　 8 5 4 6 23

ガス測定器　　　　 1 6 1 1 6 1 3 19

各種測定器　　　　 4 12 10 3 29

救命ボート　　　　 3 1 1 1 6

油圧切断機 2 1 1 4

チェーンソー　　　 2 3 1 1 7

ポートパワー　　　 1 1 2

救命索発射銃　　　 1 1 1 3

ガス溶断器　　　　 1 1 1 1 4

発動発電機　　　　 8 5 4 1 16 2 3 39

排送風機　　　　　 2 1 2 4 1 1 11

エアーソー　　　　 2 1 1 2 1 7

救助幕　　　　　　 1 1

油圧スプレッター 1 2 1 4

マット型空気ジャッキ 4 6 2 12

削岩機　　　　　　 1 2 3

耐電衣　　　　　　 5 5 3 13

防毒衣　　　　　　 8 9 15 32

マンホール救助器具 1 2 3

高度救助用資機材

画像探索機　１型 1 1

画像探索機　２型 1 1 2

熱画像直視装置 1 3 1 1 6

地中音響探知機 1 1

夜間用暗視装置 2 2

エアーラインマスク 1 1

地震警報器 1 1 2

オイルフェンス 20m×10 10

潜水器具 31 31

高圧空気充てん機 1 1 2

 区分　　／　　　所属 消防本部 中消防署 中央分署 西分署 港分署 北消防署 朝川分署 南消防署 合　計

ＡＥＤ 1 7 4 3 1 9 3 6 34

ＡＥＤトレーナー 3 7 3 2 9 3 10 37

指導用訓練人形　　　成人 7 11 5 9 16 12 19 79

　　　　　　　　　　小児 5 5 5 6 5 5 6 37

　　　　　　　　　　乳児 5 5 5 5 5 5 5 35

救急隊員教育訓練人形 1 1 1 1 4

消防用資機材配置状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

救急用資機材配置状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）
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計

（人）

派遣研修 1 消防大学校
1 指揮隊長コース 5/12-5/22 1
2 火災調査科 6/10-7/29 1
3 救助科 8/24-10/15 1
4 警防科 10/21-12/10 1

　 5 予防科 1/13-3/2 1
6 高度救助・特別高度救助コース 2/22-3/4 1

　 7 NBCコース 3/7-3/17 1
2 三重県消防学校
　 1 初任科　(52期） 4/8-12/3 11
　 2 救急科救急課程　(18期） 9/28-11/22 11

3 救助科水難救助課程　（15期） 5/18-5/29 2
4 特別科気管挿管追加講習（ビデオ喉頭鏡） 6/30-7/1 1
5 特別科救急救命士処置拡大講習 7/9.10 1/12.13 2/8.9 23

　 6 救助科救助課程　(25期） 1/6-2/5 3
　 7 特別科指揮課程　（3期） 12/7-12/11 1

8 指導救命士養成研修 12/7-12/18 2
9 初級幹部科 （37期） 2/29-3/11 2

　 10 中級幹部科 （24期） 3/2-3/10 2
　 11 警防科警防課程（27期） 2/15-2/26 3
3 救急救命士養成所

1 救急救命九州研修所（前期）　　　　　新規養成 4/3-9/30 1
2 救急救命東京研修所（後期）　　　　　新規養成 9/2-3/14 1
3 名古屋市救急救命養成所　　　        新規養成 8/21-3/4 2

4 全国市町村アカデミー  
1 情報公開と個人情報保護 9/24-10/2 1
2 災害に強い地域づくりと危機管理（実践講座） 2/23-3/2 1

5 国際文化アカデミー
非常時における外国人とのコミュニケーション 5/20-6/5 1

6 市職員研修所が企画する研修
1 新規採用職員研修 4/2-4/3 11
2 新任係長級職員研修 4/24、5/13、5/22、5/29、6/2 5
3 新任課長補佐級職員研修 4/16、4/23、5/20、5/29 6
4 新任課長級職員研修 4/17、4/22、5/8、5/19、5/29 2
5 新所属長職員研修 4/21、5/15、5/27-29 0
6 準管理職候補者研修 5/1、7/3、7/15 10
7 管理職候補者研修 7/7、7/17、7/21、8/6、8/7、10/19、10/20 5
8 ステージ②４９歳研修 5/27-5/29、7/16、7/23 4
9 ステージ③５４歳研修 5/27-5/29、7/16、7/23 6

7 全国消防長会/消防協会東海支部が主催する講習会
1 消防長研修会 9/3 1
2 火災調査研究発表会 10/14 4
3 救急コ・メディカルセミナー 10/15 7
4 鉄道構造講習会及び訓練会 10/31 8
5 違反是正事例研究会 10/29 5
6 企業防災対策指導者研修会 2/19 1

8 三重県消防長会が関係する研修  
1 違反是正研修会 8/19 4
2 水難救助オープンカレッジ 10/14 2
4 救助オープンカレッジ 12/21 3
5 違反是正に関する事例研究会 1/29 4
6 スタティックロープレスキューセミナーSTEP3 2/8、2/9 1

9 危険物セミナー 　 　
1 危険物施設安全推進講演会(東京） 6/9 1
2 危険物安全講習（大阪市） 6/11 1
3 保安技術講習会（大阪市） 7/23、7/24 1
4 第15回事故の教訓と保安管理技術セミナー（大阪市） 8/17、8/18 1
5 事故防止対策セミナー 10/1 1
6 危険物行政実務研究会（高砂） 10/23 2
7 屋外タンク実務担当者研修会 11/6 1
8 危険物事故事例セミナー（東京等） 2/19、2/26 1
9 石油コンビナート事務担当研修会（東京都千代田区） 3/15 1

10 その他派遣研修
3 調査技術会議（名古屋） 7/17 7
4 非常通信セミナー（名古屋市） 11/28 1
5 日本救急医学会中部学術集会（第18回）　（福井大学） 12/12 1
6 消防用設備等保守点検業務研修会（津市） 12/3 1
7 消火設備研修会 12/18 1
8 救急隊員シンポジウム（相模原市） 12/3、12/4 3
9 航空支援隊員研修 1/27 1

資格取得研修 11 資格取得など
　　 1 大型自動車運転免許　（新規） 随時 7

2 危険物取扱者保安講習 随時 1
3 潜水士免許　（新規） 6/5 2
4 酸素欠乏・硫化水素危険業務作業主任技能講習 6/24-6/26 2
5 第2種衛生管理者免許 8/17 2
6 ２級小型船舶操縦士免許　（新規取得） 2/22、2/23 3
7 ２級小型船舶操縦士免許　（更新及び失効講習） 11/8、11/14、12/5、12/13 5
8 予防技術資格者（新規） 3/20 6

視察研修 12 先進都市視察など
1 国際消防救助隊連携訓練(名古屋市） 9/9、9/10 2
2 IRT登録隊員訓練見学及び技術指導（名古屋市） 6/18、6/19、7/22、7/23 12
3 総務省消防庁主催　国際消防救助隊セミナー（大津市） 2/24-2/26 1
4 国際消防救助隊救助チーム携行資器材メンテナンス会（千葉）3/17、3/18 1

本部研修 13
1 新規採用職員研修 4/1-4/7、5/7、9/9 11
2 プリセプター研修（消防士長昇任時研修） 12/1 16
3 救急救命士就業前病院研修 5/7-7/3 4
4 救急救命士再教育病院実習 10/1-H28/2/29までうち1日 9
5 救急科救急課程修了後病院研修 12/7 11

研　　修　　日

平 成 ２７年 度 職 員 研 修 実 施 状 況      
研 修 別 研　　　　修　　　　名

消防本部で実施する研修
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　プリセプター研修について

　四日市市消防本部では、 新人消防職員の育成と能力開発を図り、 住民に質の高い消防行政サービスの

維持・向上を図るため、プリセプターシッププログラムによる新人教育を実践しています。

　他の業種では、看護職場が１９９０年初期から質の高いサービスを安定的に提供するため、新人をバックア

ップする体制としてプリセプターシップを取り入れています。

　プリセプターシップとは、新人職員の業務遂行に必要な能力開発を効果的に効率よく達成するための、組織

内教育制度です。「努力と根性」を長い間ポリシーとしてきた日本のスポーツ界でも、辛い練習を延々と続ける

ことを強いる時代から「科学的な個別の練習メニュー」を尊重する時代になり成果を上げています。プリセプタ

ーシップに求めていることも同様です。仕事の特性と人材の特徴を捉えて、無理なく効果的に、そして達成感

を味わいながら、新人職員が成長を続けていける人材教育システムがプリセプターシップです。

　さらに、プリセプターシップは、新人職員だけでなく、先輩職員のキャリアアップの一環としても機能するもの

です。先輩がプリセプターとして後輩を教育指導することにより、対人関係能力や指導能力の成長が図られ、

その役割遂行を通じて、準備や能力開発の努力をして、消防観の確立を図る効果があります。

　消防本部では、消防行政サービスの維持・向上を図るため、平成２０年度から「消防プリセプターシッププロ

グラム」を策定し、新人教育体制の確立を図りました。

　消防プリセプターシップログラム策定の目的

　消防プリセプターシッププログラム運営の方法

１　目的の１、２については、プリセプターシップ研修プログラムを用いて、目的の達成を図る。

２　目的の３については、分野別指導カリキュラムを用いて、職場全体で取り組む。

消防プリセプターシッププログラム

１　消防学校を卒業した新人消防士（プリセプティ）に対して、リアリティショックを緩和し、早く職場に適応する
　　ことができるよう促す。

２　消防士長以上の階級職員を新人研修指導者とし、その役割遂行を通して、指導能力の育成および消防観
　　の確立を図る。

３　警防・救急業務に関して、消防実践能力を習得し、消防実務者としての役割が取れるようにサポートシス
    テムを形成する。
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　プログラムの管理運営

１　プログラムの管理責任 消防長

２　プログラムの管理運営体制

裁決　 　報告

指導　 　提言

指導　 　報告

伝達　 　提言

指導　 　報告

伝達　 　相談

指導　 　報告

伝達　 　相談

　報告

　相談

  ※　消防観レポート提出

　報告 　報告

　相談 　相談

　※　レポート提出

３　プログラムの運営

　「人材育成プロジェクトチーム」

１）　構成

責任者 総務課長

委員長 政策推進監

２）　機能

　　①　研修プログラムの運営（企画・実施・評価）を行う。

　　③　研修部署の指導責任者およびプリセプター研修会に対して、指導・伝達を行う。

　　④　プリセプター研究会（隔月１回）が、自主的・効果的に運営されるよう指導する。

　　⑤　研修部署から提出されたプリセプター評価表および指導観レポート等に基づき研修目標に対する達成度を評価する。

　　⑥　研修プログラムの総合評価を行い、消防長に報告する。

４　各部署の指導体制

　「新人職員人材育成体制」のとおり。

人材育成プロジェクトチーム

プログラムの運営

企画・実施・評価

　※　プリセプティ自己評価表の提出

※　日常業務において、カリキュラムの新人指導項目を遂行
      するとともに、プリセプター業務との調整を図る

↓↑

 指導　↓↑

評価　↓↑

　※　プリセプティの研修計画を立て、
　　　研修指導責任者に提出

↓↑

研修指導責任者

プリセプター研修会

↓↑

研修指導チーフ

↓↑

↓↑

プリセプティ（新人職員）

↓↑

研修指導プリセプター

指導・伝達
→
←

報告・提言

↓↑

消防長

研修指導サポーター

　※　プリセプターの自己評価を提出指導　

　　②　消防長に対して、プリセプターシップ研修プログラムに関する報告・提言を行う。

指導　
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人材育成計画・実施・評価

研修指導内容

消防プリセプターシップ　新人職員人材育成体制

備考

プリセプティーに対する研修
指導担当者で、プリセプ
ティー１人に対し、プリセプ
ター１人の体制を原則とする。

プリセプティーに対する研修
支援・補助者

受講者 採用１年目の職員

新人職員が属する係の採用２年目以上の職員

研修指導プリセプター
新人職員が属する係の消防士長以上で、所属長

が指名する。

プリセプターは必ずプリセプ
ター養成研修を受講

プリセプター・プリセプティー・
チーフ・所属長

プリセプター養成研修

プリセプターフォローアップ研修

消防士長以上受講

１２月から毎月実施、４月以降３ヶ月に１回実施

研修指導期間
消防学校卒業後、各所属に配属された１２月から

翌年の１１月までの1年間

新人職員指導カリキュラム

研修指導サポーター

人材育成プロジェクトチーム

所属長

係長

新人職員が属する係の係長

役割・機能

消防長

プリセプターの相談に対し、
助言・指導する。

区分

人材育成の責任者

人材育成の運営

研修指導責任者

研修指導チーフ
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年 月 日 主な記事 日 その他の記事

27 4 7 初任科生入校 11 三重県消防職員意見発表会
於：三重県消防学校 於：鳥羽市
第52期生 １1名が入校、12月3日卒業 22

28 ドラゴンハイパーコマンドユニット配備式

5 13.14 防火管理講習

15 防災管理講習
防災管理新規講習36名が受講 28 指揮活動訓練

26 防火協会総会
優良防火管理事業所として6事業所を表彰

6 　1～30 危険物安全管理強調月間 2

於：新名神高速道路上り線　鈴鹿トンネル

17 消防安全衛生委員会
2 優良危険物事業所表彰

優良危険物事業所として4事業所を表彰

23.24.25 防火管理講習
甲種防火管理再講習15名、甲種防火管理新
規講習99名が受講

7 1 安全講演会

講師：CKD株式会社四日市工場長 27 愛知県消防通信連絡協議会定期総会
於:名古屋市役所

19

『企業の安全管理と人材育成について』

平成２７年度主要記録

甲種防火管理新規講習113名、乙種防火管
理講習18名が受講

月間中にコンビナート事業所を対象に本部で
「防災診断」及び危険物保有事業所等を対象
に各署で立入検査及び消防訓練を実施

第５２回消防団消防操法競技大会及び防災

三重県内高速道路消防連絡協議会（全
員協議会）

三重県内高速道路消防連絡協議会
総合消防訓練

19
29 第４４回消防救助技術東海地区指導会

於：中央緑地公園 於：三重県消防学校
25分団が出場し競技を実施
第1位：　南楠分団
第2位：　神前分団
第3位：　県分団

8 11 三重県図上訓練
於：三重県庁

29 第４４回全国消防救助技術大会
於：兵庫県神戸市

29 防災キャンプ
於：北署２F　防災教育センター

9 1 消防職員委員会
　

10 16 安全衛生講演会 1 第１2回三重県警防技術交換会
『惨事ストレスへの対策と予防』 於：三重県消防学校
講師：愛知学院大学

4 市民総ぐるみ総合防災訓練 17,18 緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練
於：保々小学校 於：京都府城陽市

7 石油コンビナート・海上防災訓練
於：東ソー株式会社

23,24 緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練・
三重県総合防災訓練
於：桑名市、四日市市

第５２回消防団消防操法競技大会及び防災
フェスタ

22



11 5 特別消防訓練 12,13,14 緊急消防援助隊全国訓練
於：日永英水苑 於：千葉県市原市

25 中部６県警察　広域緊急援助隊訓練
8 防火ポスター・防火習字の入選者の表彰 於：霞埠頭

管内の園児及び小・中学生を対象に防火ポ
スター・防火習字を募集し、入選者の表彰式
を実施。

9～15 秋の火災予防運動

17 消防訓練研修会

10.11.12 防火管理講習
甲種防火管理新規講習112名、乙種防火管理
講習25名、甲種防火管理再講習18名が受講

12 29～30 年末特別警戒

28 1 10 平成２８年消防出初式 10 朝日町・川越町合同出初式
於：四日市ドーム 於：川越町

13

26 第62回文化財防火デー 於：三重県消防学校

14 三重県国民保護共同図上訓練
於：三重県庁

26 防災管理講習
防火・防災管理再講習5名が受講

27.28 防火管理講習
甲種防火管理新規講習103名、乙種防火管
理講習18名が受講

三重県内高速道路消防連絡協議会（研
修会）

文化財愛護思想と防火防災思想の高揚と貴
重な文化遺産を後世に継承するため管内一
円で消防訓練や立入検査等を実施

市民に対し消防力を披露し防火防災意識の
普及啓発を図るため実施

2 3,4,5 警防救助技術発表会
於：四日市市中消防署中央分署

25 特別消防訓練
於：ララスクエア

3 1～7 春の火災予防運動

23
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平成２８年度消防重点事業 

  
安全で安心なまちづくりに向け、消防力の強化・消防救急体制の充実をはじめ、総合的な災害対応力の向

上を図ります。特に、各種災害に迅速かつ的確に対応するため、初動体制の強化、救命率の向上、火災の予

防及び延焼防止対策を重点的に実施します。 

 
１．新消防分署の整備について 

消防車及び救急車の現場到着時間の短縮に向け、本市の南部及び北部地域に新消防分署を設置す

るため、平成 28 年度は（仮称）南部消防分署の庁舎建築工事及び車両購入（消防ポンプ自動車 1台、

高規格救急自動車 1 台）を行うとともに、拠点防災倉庫を併設した（仮称）北部消防分署の庁舎建

築設計及び造成工事を行います。 
 
２．消防車両の整備について 
  老朽化した消防車両(４台)を、更新計画に基づき最新型の消防車両に更新するとともに、中消防署

のはしご付消防自動車のオーバーホールを行います。 
  ・水槽付消防ポンプ自動車 １台 【南消防署】 
 ・高規格救急自動車 ２台【北消防署朝日川越分署、南消防署西南出張所】 
 ・乗用車 １台【消防本部総務課】 
・はしご付消防自動車オーバーホール【中消防署】 

 
３．消防団施設の充実について 

地域防災活動における中核的な役割を果たす消防団の活動拠点を整備するため、老朽化した消防

分団車庫の改築等を行います。 

・日永分団車庫（改築工事）  

・橋北分団車庫（設計業務委託） 

    

４．消防指令センターの共同運用について 
消防救急無線のデジタル化に併せて、中消防署中央分署に設置した四日市市、桑名市及び菰野町

の３消防本部による新消防指令センター（名称：三重北消防指令センター）の円滑な共同運用を行

います。 

 
５．救急業務の高度化について 

市立四日市病院の救命救急センターに設置した救急ワークステーションでの研修を充実させると

ともに、全ての救急車に救急救命士が１名以上乗車する体制を確立するため、３名の救急救命士を

養成します。 
 
６．火災予防対策について  
  火災予防対策の強化に向け、コンビナート事業所や防火対象物等への立入検査や防火安全指導を

強化するとともに、市民の防火意識の高揚を図るため、火災予防運動などの啓発活動を実施します。 
 
７．耐震性貯水槽の整備について 

大規模災害時における消防水利を確保するため、地下式の耐震性貯水槽を 
２箇所（別名四丁目、六名町）整備します。 

 

８．サミット消防特別警戒について 

平成 28 年５月 26 日、27 日に開催される伊勢志摩サミットの消防特別警戒のため、テロ対策等の

必要な資機材を整備するとともに、応援消防部隊(消防車両４台、人員 48 名)をサミット会場へ派遣

します。 
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相  互  応  援  協  定 
 
 
 
 
 当該市町村だけでは対処し得ない大規模広域災害や市町村境界付近で発生した災害等に対し、応
援協定を締結して、円滑有効な防ぎょ活動を実施し、災害による被害を最小限にとどめるため、本
消防本部においては下記に示すとおり各市町村と応援協定を締結し、消防力の効率的な運用を図っ
ている。 
 
 
 
 
（１）消防相互応援協定  
 
 

協   定   名 締 結 年 月 日 協   定   市   町   村 

三重県内消防相互応援協定 平成19年3月1日 締結 四日市市長以下県内２９市町長、 
５消防組合管理者及び三重県知事 

 
 
 
 
（２）船舶消防に関する応援協定 
 
 

協   定   名 締 結 年 月 日 協  定  市  町  村 

船舶消防に関する業務協定 昭和46年5月22日締結 

 

四日市市消防本部、四日市海上保安部 
 

 
 
 
 
（３）高速道路における消防応援協定 
 
 
 

締 結 年 月 日 協  定  市  町  村 

高速自動車国道近畿自動車道
名古屋亀山線、名古屋神戸
線、伊勢線及び尾鷲多気線に
かかる消防相互応援協定 

平成25年3月19日締結 

四日市市・津市・伊勢市・松阪市・桑名
市・鈴鹿市・亀山市・木曽岬町・朝日町・
川越町・多気町・玉城町・大台町・大紀
町・紀北町・松阪地区広域消防組合・紀勢
地区広域消防組合・三重紀北消防組合 
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